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日経ウーマノミクスフォーラム 2020 バーチャルシンポジウム

　　　プレゼンテーションコンテストに参加！

　2020 年 9月 30 日にハービスホール（大阪）にて、理系の女子高校生チーム６組
と理系女子大学生・院生８チームによる日経ウーマノミクスプレゼンテーションコ
ンテスト決勝大会が行われ、本学から、「西はりま天文台天文学研究室」チームと
して、物質理学研究科修士 2年生の山下真依さんと修士 1年生の川上碧さんが出場
しました。
　発表テーマは「天文学者を救え！～絶滅の危機に瀕した日本の研究者たち～」で、
惜しくも賞は逃しましたが、女性研究者を取り囲む厳しい現状の中、小さい頃から
天文に興味をもち、研究を続けている彼女たちの真摯な想いが伝わってくるだけで
はなく、本学の天文学研究の一端を知ってもらえる大変素晴らしい発表でした。

男女共同参画推進室本部企画研修「アンコンシャスバイアスの克服」

アンコンシャスバイアスの克服
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　2018 年度の幹部教職員研修で大変評価の高かった日本大学の大坪久子氏をお迎えし、今年度
は全教職員を対象に研修を実施しました。　
　講義内容は、「無意識のバイアス -Unconscious Bias- を知っていますか？」「無意識のバイア
スをよく知りブロックしよう」で、アメリカの研究データや日本の取組みなどを盛り込むなど、
参加者が理解しやすいものでした。また、国際商経学部、物質理学研究科、生命理学研究科では、
本研修を各部局の FD研修として位置づけた実施となり、看護学部でも 3月に本研修での講義
動画を活用した FD研修を実施する予定となっています。
　なお、当日参加ができなかった教職員も視聴できるよう、11 月 25 日～ 12 月 6日の間、オン
デマンド配信しました。

・   最新の情報もあって、内容もとても良かった。大変参考になった。生命、数学、物理化学系
　別のデータが示されていて、生命と物質と共に参考となる内容でとても良かった。オンデマン
　ドのビデオは当日参加できなかった人も見ることが出来るので、便利で良かった。（助教、女性）
・  無意識に様々な偏見にさらされていることを自覚した。自分の感情がからむので、自覚するの
　は、時間をかけた内省や洞察が必要であろう。偏見をどうやったら乗り越えられるのか、単に
　女性の社会的地位の向上という目的だけではなく、様々な偏見の問題についても対策や対応を
　聴きたかった。（教授、女性）
・  研修内の個別の事案で考えると個人的にはバイアスはあまり該当していないように思われたが，無意識の社会的なバイアスは大き   
　いことが再認識された．社会的な問題であるため，学問による公正な社会の実現に責任のある自律した大学として，率先してバイ
　アスを無くしていくことは重要であると考えられる．ただ，解決策は現在実施されていることであり，その浸透が必要であるもの
　の、（採用・採択などの）数だけでなく，またジェンダーに限らず他の課題と連動した課題だと思われた（教授、男性）

実施日時　２０２０年１１月１９日（木）
講師　　　大坪久子氏（日本大学薬学研究所上席研究員）
参加者　　１０４名

アンケート結果
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本部　意識改革

日経ウーマノミクスフォーラム 2020 バーチャ

ルシンポジウムとは、主催・日本経済新聞
社、協力校・本学を含む 9大学協賛・３
企業によって実施された理系学生・高校
生応援イベントです。

発表の様子



科研費獲得セミナー　（共催　産学連携・研究支援課）

ひまわり

 視聴方法：URL https://admin-s.jp/webinar/20200827_u-hyogo.html 

【科研費獲得講座に関する問い合わせ先】 

主催：兵庫県立大学 産学連携・研究支援課 

協賛：兵庫県立大学 男女共同参画推進室 

 

◆ 専門スタッフによる科研費申請書のレビュー(初稿・推敲・最終段階)が受けられます。

システム登録は１０月９日(水)まで 

◆ 費用：５０,６００円 

(教授及び 46才以上の准教授を除いた教員については費用の１／２が負担される) 

【問い合わせ先】 各キャンパス総務課 

☆科研費申請支援も利用しよう☆ 

動画配信による 

科研費獲得講座 
８/２７(木)13：00～９/３日(木)18：00迄 

講師： ロバスト・ジャパン株式会社 講師名 中安 豪氏 

内容： ◆ 競争的資金の獲得戦略と最新動向 

・中長期の計画と獲得戦略

・資金の特性に合わせた獲得戦略

◆ そんなことにも使える研究費：モノを買うだけではありません! 

・｢時間｣｢人手｣｢機会｣｢データ｣を買う

・学会・論文以外の｢発表｣で差をつける術

◆ 科研費申請でおさえておきたい Key Point!

・審査における【目的･方法】【着想に至った経緯】【研究能力･環境】の各機能とは？

  ・『本研究の核心をなす学術的｢問い｣』って何？  

・【着想に至った経緯】と｢背景｣のかき分けかたとは？ 

・独自性･創造性:読み手に見える｢独自性｣｢創造性｣とは？

◆ 審査結果・データベースの利活用

・審査員たちが何を思っていたのかを役立てる

・審査員たちが何を重要と考えるかを推定する

・どんな人に対してどう説明するかを検討する

　8月 27 日（木 )13： 00 ～ 9 月 3 日 （木 )18： 00 の期間、ロバストジャパン（株）
の中安豪氏（代表取締役、理学博士）による科研費獲得講座をオンデマンドにて実
施しました。「科研費の特性と申請書戦略」というテーマで、科研費改革の意図、科
研費新様式の攻略、審査結果の見直しについて解説しました。期間中に 116 回の再
生があり、今後も継続を望む声が寄せられるなど、関心の高さがうかがえました。

兵庫県立大学男女共同参画推進室　　〒651-2197 神戸市西区学園西町 8-2-1　
☎:078-792-4822　FAX:078-794-5575　E-mail  women@ofc.u-hyogo.ac.jp　　　https://www.u-hyogo.ac.jp/research/hmwr/index.html
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工学ガールのためのサマー Café

分室　オープンキャンパスでの取り組み

     9 月 24 日～３月 31 日の間、Webオープンキャンパスが開催されており、その中に男女共同参画
推進室分室企画の「工学ガールのためのサマーカフェ」があります。
今年度は、理系進学を目指す女子中高生を対象に、以下の動画を配信しています。
（http://www.eng.u-hyogo.ac.jp/outline/oc/contents/summercafe/index.html）
・「私のキャンパスライフ」機械・材料工学科  機械工学コース  4 年生  野田知里さん
・「高校生の皆さんへ」応用化学工学専攻  博士前期課程 1年  荒木海璃さん

　減災復興政策研究科　女性研究者よる相談会

　8月 8日に播磨理学キャンパスにおいて、理学部受験希望者のオンライン相談会を実施しました。相談員として男性教員５名、
女性職員１名、男性職員１名、女子大学生５名、男子大学生８名を配置し、女子高校生６名、男子高校生１名、保護者３名の相
談に応じました。アンケートでは、単に「役立った」という回答だけではなく、「本学理学部を受験したい」という記載もありました。

本部　女性研究者支援

英語プレゼンテーション研修（共催　産学連携・研究支援課）

　11 月 10 日（火）に「英語プレゼンテーションの心得」研修をオンラインで実施しました。参加者は 80 名（女性 47 名、男
性 33 名）うち教員は 63 名、大学院生 17 名（女性 7名、男性 10 名）でした。
　講師の小野義正氏は、理化学研究所創発物性科学研究センターにて、研究及び英語論文執筆指導に携わっており、『ポイント
で学ぶ科学英語論文の書き方（改訂版）』（2016 年、丸善）等、著作・編集を多数手がけておられます。大変丁寧でわかりやす
い講義内容であり、アンケートでは、「英語でプレゼンする際に気をつける表現やニュアンスなど、分かりやすく今後の参考に
させていただく。」「とても丁寧に説明され、内容をよく理解できた。」などの意見がありました。また、今回の内容が初心者に
も理解しやすかったため、特に女子大学院生に対して大変有意義な支援となりました。

理学部　on-line 相談会

在学生による発表動画

　科学といえば「男性」？（2020/12/2 朝日新聞の抜粋）

　物理、化学、機械工学、情報科学、数学、生物といった科学のイメージは男性的？　それとも女性的？　東京大などがアンケー

トをしたところ、いずれも男性的だという印象を持つ人が多いことがわかった。特に女性でその傾向が強く、科学への女性進出を

妨げている可能性があるという。こうした調査は日本ではあまり行われてこなかったが、印象の偏りが浮き彫りになった。男性的

な印象が最も強かったのは機械工学で ,物理、数学、情報科学、化学と続き、最も低い生物でも男性的よりであった。また、物理

で「電磁場」や「相対性理論」、機械工学で「ものづくり」「ロケット」など、分野ごとにキーワード計 79 個を選んで印象を尋ね

たところ、数学の「美」と生物の「生命」などを除く 74 個が男性的な印象だった。こうした印象は、男性より女性の方が強く持

つ傾向があったという。本アンケートを実施した一方井氏は「科学の分野に進む女性が少ないのは、イメージが障壁の一つになっ

ていると考えられる」と話す。論文は「ジャーナル・オブ・サイエンス・コミュニケーション」に掲載された。

　8月２日に神戸防災キャンパスにおいて、個別相談会を実施しました。相談員として女性教員２名、男性教
員９名、女性職員２名、男性職員１名、女子大学院生４名、男子大学院生３名を配置し、受験希望者８名（女
性６名、男性２名）の相談に応じました。具体的な研究や学生生活を描くための相談の機会を提供するだけで
はなく、女性研究者との直接の会話や研究紹介パネルの展示を通して、女性研究者の活躍を紹介しました。 阪本教授の研究紹介

パネルの一部

姫路工学キャンパス　

播磨理学キャンパス　

神戸防災キャンパス

内容 

講師 小野 義正氏（理研 創発物性科学研究センター） 
1977 年東京大学理学系大学院物理学博士課程修了。 

2014 年より理化学研究所創発物性科学研究センターにて、研究及び英語論文執筆指導に

従事。専門は、科学・技術英語（Scientific English）、物理、電子デバイス。 

「ポイントで学ぶ科学英語論文の書き方（改訂版）」「ポイントで学ぶ英語口頭発表の心得」等

著作・編集多数。 

日時 令和２年１１月１０日（火）10：40～12：10 

1. プレゼンテーションとは

2. 英語プレゼンテーション(口頭発表)の心構え

3. スライドの効果的な使い方

4. 原稿は読むべきか、読んではならないか

5. 発表時のマナー・テクニック

6. 英語口頭発表のきまり文句

  女性研究者限定
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取り消し線


